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令
和
元
年

1
2
月

定
例
会
 

議
 
 
 案

 
 

担
 
当
 

概
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

要
 

議
案
第

8
4
号
 

湖
西

市
霊

き
ゅ

う
自

動
車

使
用

条
例

を

廃
止
す
る

条
例

制
定
に

つ
い

て
 

環
境

部
 

本
案

は
、

霊
き

ゅ
う

車
業

務
が

既
に

民
間

で
実

施
し

て
い

る
業

務
で

、
民

間
に

任
せ

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
、

市
車

両
の

老
朽

化
が

進
み

故
障

な
ど

に
よ

り
運

行
不

能
に

な
る

事
態

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か

ら
、
令
和

２
年

３
月
末

を
も

っ
て
業

務
を

廃
止
す

る
た

め
、
条

例
を

廃
止
す

る
も

の
で
す

。
 

 

議
案
第

8
5
号
 

湖
西

市
会

計
年

度
任

用
職

員
の

給
与

等

に
関
す
る

条
例

制
定
に

つ
い

て
 

 

総
務

部
 

非
常

勤
職

員
等

の
適

正
な

任
用

の
確

保
等

を
目

的
と

し
た

地
方

公
務

員
法

及
び

地
方

自
治

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
よ

り
、

会
計

年
度

任
用

職
員

制
度

が
創

設
さ

れ
る

た
め

、
会

計
年

度
任

用
職

員
の

給
与

等
を
規

定
す

る
条
例

を
制

定
す
る

も
の

で
す
。
 

な
お
、
施

行
日

は
、
令
和

2
年

4
月

1
日

と
す
る

も
の

で
す
。
 

議
案
第

8
6
号
 

湖
西

市
公

共
下

水
道

事
業

区
域

外
流

入
分

担
金
条

例
制

定
に
つ

い
て
 

 

環
境

部
 

受
益

者
負

担
金

制
度

の
公

平
性

を
確

保
す

る
必

要
性

か
ら

、
事

業
計

画
区

域
外

の
下

水
道

接
続

者
よ

り
受

益
者

負
担

金
と

同
等

額
の

分
担

金
を

徴
収

す
る

た
め

、
地

方
自

治
法

第
22
4

条
の

規
定

に
基

づ
き

本
条

例
を

制
定
す
る

も
の

で
す
。
 

 
な
お
、

施
行

日
は
、

公
布

の
日
と

す
る

も
の
で

す
。
 

議
案
第

8
7
号
 

地
方

公
務

員
法

及
び

地
方

自
治

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
伴

う
関

係
条

例
の

整
備

に
関

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て
 

 

総
務

部
 

地
方

公
務

員
法

及
び

地
方

自
治

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
よ

り
、

会
計

年
度

任
用

職
員

制
度

が
創
設
さ

れ
る

た
め
、

関
係

す
る

7
つ
の

条
例
を

一
括

で
改
正

す
る

も
の
で

す
。
 

な
お
、
施

行
日

は
、
令
和

2
年

4
月

1
日

と
す
る

も
の

で
す
。
 

議
案
第

8
8
号
 

地
方

自
治

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

伴
う

関
係

条
例

の
整

理
に

関
す
る
条

例
制

定
に
つ

い
て
 

 

総
務

部
 

地
方
自
治

法
等

の
一
部

を
改

正
す
る

法
律

が
令
和

2
年

4
月

1
日

に
施
行

さ
れ

る
こ
と

に
よ

り
、
地
方
自

治
法

に
条

ず
れ

が
生

じ
る

た
め

、
条

ず
れ

が
生

じ
る

地
方

自
治

法
の

条
項

を
引

用
し

て
い

る
湖

西
市

公
共

下
水

道
事

業
の

設
置

等
に

関
す

る
条

例
、

湖
西

市
水

道
事

業
の

設
置

等
に

関
す

る
条

例
及

び
湖

西
市

病
院

事
業

の
設

置
等

に
関

す
る

条
例

の
3

つ
の

条
例

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
条

ず
れ

を
解

消
す

る
改

正
を

行
う

も
の

で
す

。
 

 
な
お
、

施
行

日
は
、

令
和

2
年

4
月

1
日
と
す

る
も

の
で
す

。
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 №
2 

議
 
 
 案

 
 

担
 
当
 

概
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

要
 

議
案
第

8
9
号
 

湖
西

市
職

員
の

給
与

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を
改

正
す

る
条
例

制
定

に
つ
い

て
 

 

総
務

部
 

令
和
元

年
8
月

7
日

、
人
事

院
は
、

民
間

給
与
と

の
較

差
を
考

慮
し

、
本
年

分
の

月
例
給

及
び

勤
勉
手
当

の
引
上
げ

を
勧

告
し
ま

し
た

。
 

 
具
体
的

な
内

容
と
し

ま
し

て
は
、

俸
給

表
水
準

を
平
均

0
.1
％
引

き
上
げ

る
と

と
も
に

、
勤

勉
手
当
を
年
間

0
.
05

月
分
引
き

上
げ
る

と
い

う
も
の

で
す

。
 

 
本

市
に

お
き

ま
し

て
も

、
情

勢
適

応
の

原
則

に
基

づ
き

、
職

員
の

給
料

及
び

諸
手

当
、

市
三

役
の

期
末

手
当

に
つ

き
ま

し
て

、
今

回
の

人
事

院
勧

告
に

係
る

国
の

取
扱

い
に

準
じ

た
改

正
を

行
お

う
と

す
る

も
の

で
す

。
 

 
ま

た
、

議
員

の
皆

様
の

期
末

手
当

は
国

家
公

務
員

指
定

職
の

支
給

率
に

準
じ

て
支

給
し

て
お

り
、

人
事

院
勧

告
に
お

い
て

当
該
支

給
率

に
0.
0
5
月

分
の
引

上
げ

が
あ
っ

た
た

め
、
こ

れ
に

準
じ
た

改
正

を
行
お
う
と
す

る
も
の
で

す
。
 

 
な

お
、

湖
西

市
職

員
の

給
与

に
関

す
る

条
例

に
つ

き
ま

し
て

は
、

人
事

院
勧

告
に

基
づ

く
給

与
等

の
改

正
の

ほ
か

、
地

方
公

務
員

法
及

び
地

方
自

治
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
施

行
に

よ
り

創
設

さ
れ

る
会

計
年

度
任
用
職

員
制

度
に
関

す
る

改
正
そ

の
他

所
要
の

改
正

を
行
う

も
の

で
す
。
 

 

議
案
第

9
0
号
 

湖
西

市
特

別
職

の
職

員
で

常
勤

の
者

の
給

料
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る
条
例

制
定

に
つ
い

て
 

 

総
務

部
 

議
案
第

9
1
号
 

湖
西

市
議

会
の

議
員

の
議

員
報

酬
及

び
費

用
弁

償
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正
す
る

条
例

制
定
に

つ
い

て
 

 

総
務

部
 

議
案
第

9
2
号
 

湖
西

市
特

別
職

の
職

員
で

非
常

勤
の

者
の

報
酬

及
び

費
用

弁
償

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て
 

 

総
 
務
 

部
 

今
回

の
改

正
は

、
国

会
議

員
の

選
挙

等
の

執
行

経
費

の
基

準
に

関
す

る
法

律
が

改
正

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
こ

れ
を

踏
ま

え
て

、
選

挙
長

、
開

票
管

理
者

、
投

票
所

の
投

票
管

理
者

、
期

日
前

投
票

所
の

投
票

管
理

者
、

選
挙

立
会

人
、

開
票

立
会

人
、

投
票

所
の

投
票

立
会

人
、

期
日

前
投

票
所

の
投

票
立

会
人

、
指

定
病

院
等

の
不
在

者
投

票
に
お

け
る

外
部
立

会
人

の
報
酬

額
の

改
正
を

行
う

も
の
で

す
。
 

な
お
、
施

行
日

は
、
公

布
の

日
と
す

る
も

の
で
す

。
 

 

議
案
第

9
3
号
 

湖
西

市
交

通
遺

児
等

福
祉

事
業

基
金

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て
 

 

健
康
福
祉

部
 

今
回

の
改

正
は

、
交

通
遺

児
等

の
福

祉
の

向
上

の
た

め
活

用
し

て
い

る
「

湖
西

市
交

通
遺

児
等

福
祉

事
業

基
金
」
を

交
通

事
故
の

防
止

対
策
に

も
活

用
で
き

る
よ

う
に
す

る
も

の
で
す

。
 

な
お
、
施

行
日

は
、
令
和

2
年

4
月

1
日

と
す
る

も
の

で
す
。
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№
3 

議
 
 
 案

 
 

担
 
当
 

概
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

要
 

議
案
第

9
4
号
 

湖
西

市
災

害
弔

慰
金

の
支

給
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ
い
て
 

 

健
康
福
祉

部
 

災
害

弔
慰

金
の

支
給

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

改
正

が
令

和
元

年
６

月
７

日
に

公
布

、
令

和
元

年
８

月
１

日
に

施
行

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

災
害

援
護

資
金

貸
付

け
に

お
け

る
償

還
金

支
払

に
つ

い
て

、
市

が
そ

の
猶

予
又

は
免

除
を

す
る

際
は

、
借

受
人

及
び

そ
の

保
証

人
に

対
し

て
資

産
状

況
に

関
す

る
報

告
を

求
め

る
事
が
可

能
と

な
り
ま

し
た

。
そ
こ

で
、

こ
の
旨

を
条

例
に
新

た
に

規
定
す

る
も

の
で
す

。
 

 
な
お
、

施
行

日
は
、

公
布

の
日
と

す
る

も
の
で

す
。
 

 

議
案
第

9
5
号
 

市
有
地
の

処
分

に
つ
い

て
 

企
 
画
 

部
 

本
案

は
、

現
在

、
市

が
普

通
財

産
と

し
て

所
有

し
て

い
る

土
地

を
、

公
募

型
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

公
売
に
て

、
処

分
を
行

う
も

の
で
す

。
 

今
回
、
処

分
し

よ
う
と

す
る

土
地
は

、
湖

西
市
岡

崎
1
5
6
8
番

外
24

筆
で
、
売
却

面
積

は
6
7,
8
4
7
㎡
で

す
。
 

売
却
価
格

は
、

1
億

4,
9
26

万
3
,
40
0
円

で
、
湖

西
市

に
本
社

の
あ

る
ユ
ニ

ク
ラ

フ
ト
ナ

グ
ラ
株
式
会
社

か
ら

、
工

場
の

集
約

移
転

の
た

め
土

地
を

取
得

し
た

い
と

い
う

事
業

提
案

書
の

提
出

を
受

け
、

湖
西

市
市

有
財

産
買

受
人

審
査

委
員

会
で

提
案

内
容

に
つ

い
て

審
査

の
結

果
、

買
受

人
と

し
て

適
切

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

ま
し
た
の

で
売

却
し
よ

う
と

す
る
も

の
で

す
。
 

 

議
案
第

9
6
号
 

市
道
の
路

線
の

認
定
に

つ
い

て
 

 

都
市
整
備

部
 

横
須

賀
無

量
寺

線
は

、
終

点
が

個
人

地
へ

の
行

き
止

ま
り

の
進

入
路

と
な

っ
て

お
り

、
一

般
公

衆
の

用
に

供
さ

れ
て

い
な

い
部

分
に

つ
い

て
、

隣
接

地
主

よ
り

用
途

廃
止

の
申

請
に

伴
い

払
い

下
げ

を
行

う
に

当
た

り
、
横
須

賀
西

向
線
を

新
た

に
認
定

し
、

横
須
賀

無
量

寺
線
及

び
入

出
49

号
線

を
廃
止

し
、

路
線
の
再
編
成

を
行
う
も

の
で

す
。
 

ま
た

、
鈴

木
自

動
車

２
号

線
は

、
終

点
が

個
人

地
へ

の
行

き
止

ま
り

の
進

入
路

と
な

っ
て

お
り

、
一

般
公

衆
の

用
に

供
さ

れ
て

い
な

い
部

分
に

つ
い

て
、

隣
接

地
主

よ
り

用
途

廃
止

の
申

請
が

あ
っ

た
の

で
、

払
い

下
げ

を
す
る

た
め

に
路
線

の
変

更
を
行

う
も

の
で
す

。
 

 

議
案
第

9
7
号
 

市
道
の
路

線
の

廃
止
に

つ
い

て
 

 

都
市
整
備

部
 

議
案
第

9
8
号
 

市
道
の
路

線
の

変
更
に

つ
い

て
 

 

都
市
整
備

部
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№
4 

議
 
 
 案

 
 

担
 
当
 

概
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

要
 

議
案
第

9
9
号
 

令
和

元
年

度
湖

西
市

一
般

会
計

補
正

予

算
（
第

4
号
）
 

総
務

部
 

今
回
の
補

正
予

算
は
、

歳
入

歳
出
そ

れ
ぞ
れ

1
億

9
,9
0
1
万

3
,
00
0
円
を
増

額
し

、
総
額
を

2
1
6
億

1
,
68
7

万
6,
0
00

円
に

し
よ
う

と
す

る
も
の

で
す

。
 

 
歳

入
の

内
容

は
、

市
税

、
国

庫
支

出
金

、
県

支
出

金
、

繰
越

金
、

諸
収

入
及

び
市

債
を

増
額

す
る

も
の

で
す

。
 

 
歳

出
の

主
な

内
容

は
、

鷲
津

駅
谷

上
線

整
備

事
業

の
進

捗
を

図
る

た
め

の
事

業
費

、
個

人
番

号
カ

ー
ド

普
及

促
進

の
た

め
の

事
業

費
、

外
国

人
観

光
客

等
に

対
応

す
る

た
め

の
事

業
費

及
び

人
事

院
勧

告
に

準
じ

た
給

与
改
定
等

の
影

響
を
含

め
た

人
件
費

の
増

額
を
す

る
も

の
で
す

。
 

 
ま

た
、

歳
入

歳
出

予
算

の
補

正
と

併
せ

て
、

債
務

負
担

行
為

の
追

加
、

地
方

債
の

変
更

及
び

繰
越

明
許

費
の

設
定
を

予
定

し
て
い

ま
す

。
 

 

議
案
第

1
0
0
号
 

令
和

元
年

度
湖

西
市

介
護

保
険

事
業

特
別

会
計
補

正
予

算
(第

2
号
)
 

 

健
康
福
祉

部
 

今
回

の
補

正
予

算
は

、
歳

入
歳

出
そ

れ
ぞ

れ
8
7
0

万
6
,0
00

円
を

増
額

し
、

総
額

を
43

億
3
,3
63

万
5
,
0
00

円
に
し

よ
う
と

す
る

も
の
で

す
。
 

 
補

正
の

内
容

と
い

た
し

ま
し

て
、

歳
出

に
つ

き
ま

し
て

は
、

高
額

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

の
増

加
に

伴
い

、
高
額

介
護

サ
ー
ビ

ス
費
を

8
70

万
6
,
0
00

円
増
額

し
よ
う

と
す

る
も
の

で
す

。
 

 
補
正
財

源
と

い
た
し

ま
し

て
は
、

前
年

度
繰
越
金

8
7
0
万

6,
0
00

円
を
充

て
る

も
の
で

す
。
 

 

議
案
第

1
0
1
号
 

令
和

元
年

度
湖

西
市

公
共

下
水

道
事

業
会

計
補
正

予
算

（
第

1
号
）
 

 

環
境

部
 

今
回
の
補

正
予

算
は
、

収
益

的
支
出
を

1
1
6
万

9
,
00
0
円
減
額

し
、

収
益
的

支
出

総
額
を

13
億

5
,6
47

万
円

に
、
ま

た
、

資
本
的

支
出

を
2
3
7
万

1
,
0
00

円
増
額

し
、
資

本
的

支
出
総

額
を

9
億

1
,
17
7
万

5,
0
0
0
円

に
し
よ
う

と
す

る
も
の

で
す

。
 

 
補

正
の

内
容

と
い

た
し

ま
し

て
は

、
人

事
院

勧
告

に
準

じ
た

給
与

改
定

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
年

間
支

出
額

を
見
込

み
、

不
足
す

る
人

件
費
を

増
額

す
る
も

の
で

す
。
 

 

議
案
第

1
0
2
号
 

令
和

元
年

度
湖

西
市

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算

(第
1
号

)
  

 

環
境

部
 

今
回
の
補

正
予

算
は
、

収
益

的
支
出

を
1
8
0
万

7,
0
00

円
増

額
し
、

総
額

11
億

2
,9
42

万
7
,
0
00

円
に
、

資
本
的
支

出
を

57
7
万

3,
0
0
0
円
減

額
し

、
総
額

4
億

4,
7
16

万
2
,
0
00

円
に
し

よ
う
と

す
る

も
の
で

す
。
 

 
補

正
の

内
容

と
い

た
し

ま
し

て
は

、
人

事
院

勧
告

に
準

じ
た

給
与

改
定

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
年

間
支

出
額

を
見
込

み
、

超
過
す

る
人

件
費
を

減
額

す
る
も

の
で

す
。
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№
5 

議
 
 
 案

 
 

担
 
当
 

概
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

要
 

議
案
第

1
0
3
号
 

令
和

元
年

度
湖

西
市

病
院

事
業

会
計

補
正

予
算

(第
1
号

)
  

湖
西

病
院

 
今

回
の
補

正
予

算
は
、

収
益

的
支
出

を
4
5
5
万

7,
0
00

円
増
額
し
、

総
額

を
3
6
億

5
1
1
万

2,
0
0
0
円
に

し
よ
う
と

す
る

も
の
で

す
。
 

補
正
の
内

容
と

い
た
し

ま
し

て
は
、

人
事

院
勧
告

に
伴

い
人
件

費
を

増
額
す

る
も

の
で
す

。
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